




～農業用廃プラスチックを回収します～ 

ハウスビニルやラップフィルムなどを野焼きすることや、無許可で埋め立てすることは、

法律で禁止されています。 

久慈地方農業農村活性化推進協議会では、農業用廃プラスチックを適正に処理するため、

回収事業を行いますので是非ご利用ください。 

１ 回収場所 
ＪＡ新いわて久慈営農経済センター、野菜集出荷所（山形、二ツ屋、

種市、野田、普代） 

２ 対  象 
塩ビ類、ポリエチレン類、遮光幕、肥料袋、畜産用ラップフィルム、

育苗ポット、苗箱、塩ビ管（畜産用ラップフィルムの芯など） 

３ 方  法 ８種類に分別し、回収場所へ搬入する。 

４ 期  間 
11 月 30 日（月）～12 月４日（金）９時～15 時 

※普代野菜集出荷所のみ 13 時半～15 時 

５ 処理料金 
塩ビ管以外 １㎏あたり 75 円 

塩ビ管   １kg あたり 91 円 

６ 問合せ先 ＪＡ新いわて久慈営農経済センター（0194-52-1318） 

 



●　県では市町村と連携し、野生きのこの放射性物質濃度を測定を行っています。
●　測定結果と出荷自粛等の状況について、お知らせします。（市町村ごとに最も新しい検査結果1品目について載せています。）
●　出荷自粛要請等を行う国の基準値は100ベクレル/㎏となっています。

凡例

⇒測定済み

検査実施済市町村

うち国出荷制限
指示、県出荷
等自粛要請対
象市町村

●　野生きのこ放射性物質濃度検査マップ（令和８年10月5日現在）

青森県

○○ダケ　⇒　品目
○月△日　⇒　測定日
基準値適合状況

宮城県

秋田県

（□□ベクレル/㎏）⇒測定値

洋野町

軽米町

二戸市

宮古市

花巻市

盛岡市

矢巾町

滝沢市

雫石町

紫波町

山田町

久慈市

野田村

岩泉町

葛巻町

岩手町

一戸町

大槌町

釜石市

遠野市

北上市

奥州市

住田町

一関市

平泉町

大船渡市

西和賀町

八幡平市

田野畑村

金ケ崎町

陸前高田市

普代村

★県からのお願い★
流通関係者
の皆さまへ

!!!ここをクリック!!!

九戸村

ハタケシメジ
９月18日
基準値以下
(不検出)

マスタケ
９月18日
基準値以下
(不検出)

マツタケ

９月16日
基準値以下
（9.2ベクレル/㎏）

国から出荷制限が指示された９市町内においては
毎年モニタリング検査に取り組んでおりますが、
これまでに解除となった「品目」はありません。

（出荷制限指示区域）

（出荷制限指示区域）

（出荷制限指示区域）

（出荷制限指示区域）

（出荷制限指示区域）

（出荷制限指示区域）

（出荷制限指示区域）

（出荷制限指示区域）

（出荷制限指示区域）

サクラシメジ
９月28日
基準値以下
（44ベクレル/kg）

マツタケ
９月29日
基準値以下
(不検出)

マツタケ

９月４日

基準値以下

(不検出)

マツタケ

９月25日
基準値以下
(不検出)

マツタケ
９月16日
基準値以下
(不検出)

ショウゲンジ

９月29日

基準値以下
（45ベクレル/㎏）

https://www.pref.iwate.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/002/102/onegai.pdf


野生きのこを取り扱っている流通関係者の皆さんへ 

 

 岩手県では、消費者からの信頼に応え風評被害の発生を防止するため、野生きのこを対象とした

放射性物質濃度検査を行っています。 

 県が行った精密検査の結果、国の定める基準を超過する放射性物質濃度が検出された場合は、検

査をした野生きのこが採取された市町村に対し、全ての種類の野生きのこについて出荷自粛等の要

請を行います。 

検査結果は県ホームページ上で公表するとともに、市町村、関係機関及び各報道機関に情報提供

を行います。 

「野生きのこ放射性物質濃度検査マップ」（以下「野生きのこマップ」という。）には、市町村ご

とに、県が行った最も新しい検査の結果を掲載し、検査を行った市町村や出荷制限の対象市町村の

状況について分かりやすいように表示しています。野生きのこマップ等で出荷制限の対象として表

示されている市町村においては、販売と採取を控えてください。 

 なお、野生きのこについては、同じ市町村内でも採取地等が異なれば、検査結果の状況が異なる

ことがあります。流通関係者の皆さんにおかれましては、安全な野生きのこの販売に御協力をお願

いします。 

 

 

 

 

① 全市町村検査 

  県において、県内の全市町村を対象に、各市町村で採取した野生きのこの放射性物質濃度を測

定します。 

  原則として、各市町村年１回、各市町村で一般的に採取される野生きのこ１種類について、ゲ

ルマニウム半導体検出器で精密検査を行います。 

 

② 流通関係者（生産者団体、産地直売所、青果卸売市場）からの依頼に基づく検査 

流通関係者が、野生きのこについて、自主的に放射性物質濃度の検査を行った際、もし国の定

める基準（100Bq/㎏）の１/２以上の値が測定された場合には、県（※）に精密検査の依頼をして

ください。 

※連絡先： 岩手県農林水産部林業振興課（振興担当）  ℡019-629-5775 

 

③ 市町村からの依頼に基づく検査 

  市町村において地域の住民から依頼を受けて野生きのこ放射性物質濃度の検査等を行った際、

国の定める基準の１/２以上の値が検出された場合には、市町村からの依頼に基づき、県で精密検

査を行います。 

 

 

担当： 岩手県復興防災部復興危機管理室（放射線影響対策担当）  

環境生活部県民くらしの安全課（食の安全安心担当） 

農林水産部林業振興課（振興担当）         

岩手県では、産地として消費者に安全な農林水産物を提供していく観点から、流通関係者（生

産者団体、産地直売所、青果卸売市場）の皆さんに、野生きのこについて放射性物質濃度の自主

検査の実施をお願いしています。 

≪ 県で行っている  野生きのこ検査 ≫ 
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